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　この定例会では、次の意見書案を原案の
とおり可決し、内閣総理大臣ほかに送付し
ました。 

（
群
馬
大
学
荒
牧
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

　群馬大学教育学部は、永年にわたり群馬県における 
教員養成の中核として、群馬県の教育の発展や郷土に 
密着した教育の推進に多大な貢献をしてきたところで 
ある。 
　また、現在も多くの現職教員の研修・研究機関とし 
て重要な役割を果たすとともに教職を目指す群馬県内 
の生徒の進学先として大きな存在であり、地域に根ざ 
した教員養成機関として、群馬県民の期待も大きいも 
のがある。 
　群馬大学教育学部は、将来にわたり群馬県の教育文 
化の拠点としての役割を果たすことが一層期待されて 
おり、群馬県民の共通の財産である。 
　よって、国におかれては、今後、両大学の再編・統 
合を検討するに当たり、教育学部の在り方について、 
 

広く群馬県民からの意見を十分に受け止め、慎重に対 
応されるよう強く要望する。 
 
 
提出先  ○内閣総理大臣  ○総務大臣  ○文部科学大臣 

 
 

群馬大学・埼玉大学の再編・統合に伴う 

　　　　　　　　群馬大学教育学部の存続に関する意見書 

合
併
関
連
で
、
二
回
の
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
月
三
十
一
日
の
全
員
協
議

会
で
は
、
市
当
局
か
ら
『
桐
生

・
太
田
合
併
研
究
会
』
の
結
果

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
新
都
市
連
携
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
桐
生
市
の
将
来
構

想
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
新
都
市
連
携
イ
メ
ー
ジ
で

は
、
旧
市
町
村
の
独
自
性
の
尊

重
、
各
総
合
庁
舎
に
お
け
る
事

務
の
完
全
処
理
、
職
員
配
置
の

地
域
性
の
重
視
、
旧
市
町
村
の

一
部
裁
量
権
な
ど
が
主
な
内
容

で
あ
り
、
桐
生
市
の
将
来
構
想

に
つ
い
て
は
、
道
州
制
の
進
展
、

桐
生
・
太
田
市
と
群
馬
大
学
大

学
工
学
部
と
の
連
携
、
都
市
エ

リ
ア
産
学
官
連
携
推
進
事
業
、

広
域
関
東
圏
産
業
活
性
化
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
港
湾
整
備
に
よ
る
物

流
拠
点
な
ど
が
主
な
内
容
で
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
二
月
十
日
の
全
員
協

議
会
で
は
、
市
当
局
か
ら
『
太

田
市
・
尾
島
町
・
新
田
町
・
藪

塚
本
町
任
意
合
併
協
議
会
』
へ

の
加
入
希
望
の
申
し
出
が
あ
り
、

議
員
か
ら
加
入
に
関
し
て
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

を
開
催 

市
議
会
は
、
次
の
人
事
案
件

に
同
意
し
ま
し
た
。

吉
　
田
　
正
　
彰
　
氏

（
再
任
）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


